
遠隔モニタリングにおける
タスクシフト

〜⼼臓植込み患者の安全かつ有⽤なタスクシフトの実現に向けて〜

⼼臓植込みデバイス(CIEDs)の遠隔モニタリングを通じて、院内の定められた
ルールに沿って臨床⼯学技⼠が⼀定の判断を⾏い、他職種チームで患者介⼊に

取り組むことで医師の負担軽減へつながる。このセッションでは、
CIEDs患者の安全かつ有⽤なタスクシフトについて考えたい。
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⽇時︓5/17(⼟) 11:10〜12:10
第3会場（7階会議室701/702）
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